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第
22
回
と
く
し
ま
随
筆
大
賞

（
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
、
徳
島
新

聞
社
主
催
）
の
審
査
が
7
、
8

月
の
2
回
に
わ
た
っ
て
あ
り
、

大
賞
に
塩
田
節
子
さ
ん（
75
）＝

徳
島
市
八
万
町＝

の
「
私
の
か

ら
だ
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま

た
今
回
か
ら
新
設
さ
れ
た
徳
島

新
聞
社
賞
に
は
静
春
樹
さ
ん

（
61
）＝

吉
野
川
市
鴨
島
町＝

の

「
活
字
で
救
え
た
二
つ
の
命
」
を
選
び
ま
し
た
。

今
回
か
ら
徳
島
新
聞
社
が
主
催
に
加
わ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
応
募
者
数
は
昨
年
の
53
編
か
ら
71
編
と
大
幅
に

増
加
。
一
次
選
考
委
員
6
人
（
鈴
木
綾
子
、
西
池
冬
扇
、

山
口
久
雄
、
船
越
淑
子
、
辻
本
一
英
、
石
川
文
彦
）
に
よ

る
審
査
の
結
果
、
12
編
を
本
審
査
に
推
薦
。
本
審
査
は
依

岡
隆
児
（
徳
島
大
学
総
合
科
学
部
教
授
）、柏
木
康
浩
（
徳

島
新
聞
生
活
文
化
部
担
当
部
長
）、丁
山
俊
彦
（
徳
島
ペ
ン

ク
ラ
ブ
会
長
）、竹
内
菊
世
（
阿
波
の
歴
史
を
小
説
に
す
る

会
会
長
）
の
4
選
考
委
員
に
よ
り
行
わ
れ
、
大
賞
、
徳
島

新
聞
社
賞
の
ほ
か
、
優
秀
賞
3
人
、
奨
励
賞
2
人
を
決
め

ま
し
た
。

大
賞
に
選
ば
れ
た
塩
田
さ
ん
の
「
私
の
か
ら
だ
」
は
、

若
い
時
に
病
棟
で
出
会
っ
た
青
年
が
亡
く
な
り
、
そ
の
死

を
機
に
、
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
前
を
向

い
て
生
き
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
身
は
何
度

も
手
術
を
す
る
羽
目
に
な
り
ま
す
が
、
彼
が
残
し
た
言
葉

「
幸
せ
を
感
じ
た
時
に
は
そ
の
お
つ
り
を
世
の
中
に
返
し

た
い
」
を
実
践
し
て
い
こ
う
と
考
え
ま
す
。
そ
ん
な
気
持

ち
を
描
き
、
読
ん
で
い
て
引
き
付
け
ら
れ
ま
す
。

徳
島
新
聞
社
賞
の
「
活
字
で
救
え
た
二
つ
の
命
」
は
中

学
時
代
に
何
度
も
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
ま
す
が
、
い
つ
も

自
分
を
助
け
て
く
れ
る
Ｋ
君
が
い
ま
し
た
。小
さ
な
こ
ろ
、

交
通
遺
児
宛
に
手
紙
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
手
紙

は
届
け
ら
れ
た
と
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
相
手
は
Ｋ
君

だ
っ
た
の
で
す
。
あ
の
手
紙
が
Ｋ
君
母
子
の
心
の
支
え
に

な
っ
て
い
た
、
と
分
か
る
の
で
す
。

そ
の
他
の
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

●
優
秀
賞

「
お
は
な
は
ん
と
私
」
相
馬
千
賀
さ
ん
（
千
葉
県
、
徳

島
市
出
身
）

「
め
ぐ
り
逢
い
」
湯
浅
恒
子
さ
ん
（
徳
島
市
）

「
蚯
蚓
（
み
み
ず
）
の
自
殺
」
粟
谷
健
さ
ん
（
藍
住
町
）

●
奨
励
賞

「
コ
ロ
ナ
禍
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」大
本
泉
さ
ん（
阿

波
市
）

「
人
生
が
変
わ
っ
た
瞬
間
」
井
村
恵
理
さ
ん
（
徳
島
市
）

表
彰
式
は
徳
島
新
聞
社
で

随
筆
大
賞
の
表
彰
式
は
9
月
12
日
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス
で
行
う
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
者
拡
大
の
た
め
場
所
を
徳
島
新
聞
社
1
階
会
議
室
に

変
更
し
午
前
10
時
か
ら
開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。
会
食
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
2
面
に
関
連
記
事
）

大
賞
に
塩
田
節
子
さ
ん
「
私
の
か
ら
だ
」

徳
島
新
聞
社
賞

静
春
樹
さ
ん
「
活
字
で
救
え
た
二
つ
の
命
」

塩田節子さん

190号
2021年9月1日
（令和3年）

静 春樹さん

1967年（昭和42年）創立

第
22
回

と
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し
ま
随
筆
大
賞

第
22
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞

（１）



ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
表
彰
式

9
月
18
日
の
役
員
会
で

こ
ど
も
新
聞
に
俳
句
欄

今
月
か
ら
の
掲
載
決
定

徳
島
県
民
文
化
祭
の
主
催
事
業
と
し
て
徳

島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
ん
で
い
る
第
23
回

分
野
別
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
10
月
16
日
午

後
1
時
半
か
ら
同
3
時
20
分
ま
で
徳
島
市
の

シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
4
階
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で

「
徳
島
の
未
来
の
文
芸
を
考
え
る
」（
短
詩
型

文
芸
に
つ
い
て
）
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
パ
ネ
ル
討
論
会
を
開
催
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
で
県
内
各
地
で
過
疎
化
が
進

み
、
活
字
離
れ
も
年
々
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
中
、
地
域
社
会
の
文
芸
に
対
す

る
関
心
は
徐
々
に
薄
れ
て
い
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
の
絆

の
脆
弱
化
が
だ
ん
だ
ん
加
速
し
て
い
る
の
が

現
状
で
す
。
特
に
人
間
の
絆
を
活
動
の
拠
り

所
と
し
て
い
る
短
詩
型
文
芸
に
と
っ
て
は
、

深
刻
な
状
況
と
い
え
ま
す
。

地
域
で
短
詩
型
文
芸
の
活
動
の
先
頭
に

立
っ
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
人
た
ち
に
現
状

と
未
来
へ
の
展
望
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
地

域
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
企
画
を
推
進
し

て
き
た
西
池
冬
扇
副
会
長
が
司
会
、
パ
ネ
リ

ス
ト
は
県
内
の
短
歌
や
俳
句
、
連
句
、
川
柳

の
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
を
予
定
し
て
お
り
、
会

場
の
人
と
の
質
疑
討
議
も
予
定
し
て
い
ま

す
。

5
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
令
和
3
年
度
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
総
会
が

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
池
冬
扇
副

会
長
に
よ
る
講
演
（
テ
ー
マ
は
「
自
然
観
」「
生
命
観
」
つ
い
で
に
俳

句
の
「
宇
宙
観
」）は
、
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
22
回

と
く
し
ま
随
筆
大
賞
の
表
彰
式
後
、
同
じ
会
場
で
行
う
予
定
で
し
た

が
、
随
筆
大
賞
表
彰
式
が
徳
島
新
聞
社
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
で
す
。
ま
た
ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
急
増
に
よ
り
中
止

の
や
む
な
き
に
至
り
ま
し
た
。
残
念
で
す
。

ま
た
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
賞
表
彰
式
も
随
筆
大
賞
表
彰
式
に
合
わ
せ

て
行
う
予
定
で
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
9
月
18
日
に
徳
島
市
の

文
学
書
道
館
で
開
く
9
月
度
役
員
会
の
席
上
、
受
賞
者
に
お
い
で
い

た
だ
き
表
彰
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
で
は
9
月
か
ら
こ
ど
も
俳
句
教
育
事
務
局
を
設

置
し
、
徳
島
新
聞
社
が
毎
週
火
曜
日
、
教
育
支
援
の
一
環
と
し
て
、

県
内
の
希
望
す
る
小
中
学
校
を
通
じ
て
児
童
生
徒
に
無
料
配
布
し
て

い
る
「
阿
波
っ
子
タ
イ
ム
ズ
」
に
月
1
回
、
こ
ど
も
俳
句
欄
を
掲
載

す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
者
は
、
県
内
主
要
俳
句
結
社
な
ど
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
「
阿
波
っ
子
タ
イ
ム
ズ
」
紙
面
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
周
囲
に
い
る
子
供
た
ち
に
呼
び
掛
け
、
投
句
を

勧
め
て
く
だ
さ
い
。

10月16日 PM1時30分～
（シビックセンター）県内リーダー パネル討論

短詩型文芸の短詩型文芸の

第23回 県県民民文文化化祭祭分分野野別別フフェェスステティィババルル
徳徳島島のの未未来来のの文文芸芸をを考考ええるる

徳島ペンクラブ通信190号 2021年（令和3年）9月1日
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リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

リ
レ
ーエ

ッ
セ
ー

ペ
ン
ク
ラ
ブ
選
集
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
39

作
品
提
出
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

〇
募
集
作
品

例
年
の
よ
う
に
随
筆
や
評
論
、
短
編
小
説
な
ど
の
散
文
、
俳
句
や
短

歌
、
川
柳
、
連
句
、
現
代
詩
の
韻
文
を
一
般
作
品
と
し
て
募
集
す
る
ほ

か
、
今
年
は
特
集
と
し
て
「
と
く
し
ま
水
辺
の
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

徳
島
に
は
「
四
国
次
郎
」
ま
た
は
「
四
国
三
郎
」
と
も
呼
ば
れ
る
吉

野
川
に
代
表
さ
れ
る
大
き
な
河
川
が
あ
り
、
海
辺
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
水
辺
が
織
り
な
す
風
景
に
心
が
癒
や
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
戦
前
は
水
運
が
盛
ん
で
、
人
や
物
の
運
搬
に
大
活
躍
し
て

い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
時
代
に
思
い
を
は
せ
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

作
品
に
は
見
出
し
と
水
辺
の
場
所
も
明
記
く
だ
さ
い
。

ま
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
と
し
て
昨
年
は
「
私
の
好
き
な
花
」
を
テ
ー

マ
に
短
文
を
募
集
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
文
字
数
を
2
0
0
字
に
増
や

し
「
最
後
に
食
べ
た
い
も
の
」
に
つ
い
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

〇
掲
載
負
担
金

一
般
作
品

見
開
き
2
ペ
ー
ジ
（
2
0
0
0
字
程
度
）
7
0
0
0
円
。

追
加
は
2
ペ
ー
ジ
ご
と
に
4
0
0
0
円
。
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
載
せ
る

場
合
は
、
そ
の
分
、
文
章
を
短
く
し
て
く
だ
さ
い
。

特
集
作
品
「
と
く
し
ま
水
辺
の
物
語
」

1
ペ
ー
ジ
に
カ
ラ
ー
写
真

1
枚
と
文
章
4
0
0
字
で
3
0
0
0
円
。
追
加
は
1
ペ
ー
ジ
増
え
る
ご

と
に
2
0
0
0
円
。
後
日
会
計
か
ら
送
付
さ
れ
る
郵
便
振
替
な
ど
で
送

付
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
「
最
後
に
食
べ
た
い
も
の
」
は
掲
載
料
不
要
で
す
。

〇
締
め
切
り

各
作
品
と
も
9
月
末
日

〇
送
付
先

〒
7
7
1－

1
2
3
1

板
野
郡
藍
住
町
富
吉
字
須
崎
54

石
川
文
彦
宛

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

Ishikaw
a_０７３１@

yahoo.co.jp

〇
お
問
い
合
わ
せ

石
川
文
彦
（
携
帯
）
0
9
0－

7
6
2
4－

0
7
4
9

私
は
、
地
元

海
部
小
学
校

で
、
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
る
。
も

う
、十
年
以
上
続
け
て
い
る
。き
っ

か
け
は
、
い
と
こ
の
由
紀

ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。
私
は
、

三
十
歳
で
精
神
科
の
病
気

に
な
り
自
宅
で
療
養
を
続

け
て
い
た
。
家
に
こ
も
っ

て
ば
か
り
い
た
私
に
、
私

に
も
地
域
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
が
あ
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
み
な
い
か

と
、
私
を
連
れ
だ
し
た
の

で
あ
る
。

初
め
は
、
図
書
館
で
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

た
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
代
表

者
に
勧
め
ら
れ
て
、
小
学
校
で
読

み
聞
か
せ
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
活
動
を
、
小
学
校
で
さ
せ
て

も
ら
え
な
い
か
と
、
校
長
先
生
に

私
が
交
渉
に
行
っ
た
。週
に
一
度
、

毎
週
木
曜
日
の
朝
、
十
五
分
間
で

あ
る
。
私
は
、
仲
間
を
集
め
て「
読

み
聞
か
せ
隊
」
と
し
て
、
こ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
た
。
病

気
で
何
も
で
き
な
い
と
、
す
っ
か

り
自
信
を
無
く
し
て
い
た
私
は
、

地
域
に
貢
献
で
き
る
こ
と
に
、
喜

び
を
感
じ
た
。

絵
本
は
、
図
書
館
か
ら
借
り
て

く
る
。
ど
ん
な
本
を
読
む
か
は
、

私
た
ち
に
任
さ
れ
て
い
る
。
ど
ん

な
本
が
子
供
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
か
、
本
を
選
ぶ
の
に
は
、
か

な
り
気
を
使
う
。
キ
ラ
キ
ラ
と
目

を
輝
か
せ
、
真
剣
に
お
話
を
聞
い

て
く
れ
る
子
供
た
ち
。

私
は
、
子
供
た
ち
の
成
長
の
一

部
に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
、生
き
が
い
と
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
私
の
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
た
。

小
学
一
年
生
で
読
み
聞
か

せ
を
し
た
生
徒
も
、
も
う

高
校
生
に
な
っ
て
い
る
。

町
で
会
う
と
、
挨
拶
し
て

く
れ
る
。私
の
読
み
聞
か
せ

を
聞
い
て
、
こ
ん
な
に
成

長
し
た
の
か
と
思
う
と
、

嬉
し
く
な
る
。
気
力
の
続

く
限
り
、
続
け
て
い
き
た

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

長
年
続
い
た
読
み
聞
か

せ
も
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校

が
休
校
と
な
り
、
学
校
が
再
開
さ

れ
て
も
、
三
密
を
避
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
結
局
、
一
年
間
、
ず
っ

と
活
動
を
休
止
し
て
い
た
。
今
年

に
な
っ
て
、距
離
を
取
り
な
が
ら
、

試
行
錯
誤
の
上
の
読
み
聞
か
せ
再

開
と
な
っ
た
。
地
域
に
貢
献
し
て

い
る
こ
と
を
、
誇
り
に
感
じ
な
が

ら
、
楽
し
ん
で
続
け
て
き
た
。
私

の
、
大
事
な
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ

る
。

（
宮
繁
美
知
子
）

私のライフワーク私のライフワーク
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出版された方は、ご連絡下さい
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「
秋
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学
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歩
」参
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募
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！
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秋
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」参
加
者
募
集
！
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コ
ロ
ナ
禍
秋
の
文
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旅
行
自
粛
―

―
コ
ロ
ナ
禍
秋
の
文
学
旅
行
自
粛
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
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ま
す
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会
員
短
信
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�
�
�
�
�
�
�
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
新
入
会
員
募
集
し
て
い
ま
す

春
の
文
学
散
歩
は
雨
天
で
中
止
、
ま
た
秋
の
文
学
旅
行
も
自
粛
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
ぜ
ひ
文
学
散
歩
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
春
に
中
止
し
た
文
学
散
歩
を
新
た
に
「
秋

の
文
学
散
歩
」
と
し
て
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

晩
秋
の
澄
ん
だ
空
の
も
と
、
鳴
門
の
地
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
伝
承
、
こ
の

地
で
育
ま
れ
た
伝
統
の
技
や
美
に
心
を
寄
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日

10
月
27
日
（
水
）

集
合
時
間

午
後
1
時

集
合
場
所

阿
波
神
社
（
鳴
門
市
大
麻
町
大
谷
）
駐
車
場

コ
ー
ス

阿
波
神
社
―
東
林
院
―
宇
志
比
古
神
社
―
森
陶
器
―
福
壽
醤
油
―

松
浦
酒
造
―
阿
波
神
社
（
解
散
）

※
東
林
院
境
内
に
「
ろ
う
そ
く
夜
」
と
い
う
喫
茶
店
が
あ
り
、
休
憩
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
お
店
は
不
定
休
で
予
約
が
で
き
ま
せ
ん
。
開
店
し
て
い
れ
ば
幸

運
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
閉
店
の
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
飲
料
・

お
や
つ
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

丁
山
俊
彦

☎
0
9
0

4
5
0
8

0
5
3
8

モラエス会創立85周年
を記念しＷ・デ・モラ
エス著『茶の湯』を深
沢暁・元天理大学教授
の翻訳で出版しまし
た。初版本は1905年、
モラエスが神戸で自費
出版をしました。それ
が唯一、日本で出版さ
れた著作物です。本文
中、カラー印刷されて

いる挿絵は復刻したものです。
●Ａ5判 60頁 定価1100円（税込み）。
●発行者 丁山俊彦 発行所 ＮＰＯ法人モ
ラエス会

東
條
士
郎
さ
ん

「
第
35
回
国
民
文
化
祭
」連
句
部
門
で
文
部
科
学
大
臣
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

作
品
名
「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」。

東
條
士
郎
さ
ん

7
月
4
日
に
行
わ
れ
た
「
第
24
回
徳
島
大
空
襲
を
語
る
つ
ど
い
」（
反
核
・
憲

法
フ
ォ
ー
ラ
ム
徳
島
主
催
）
で
、
徳
島
大
空
襲
体
験
の
語
り
部
と
し
て
講
師
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
お
話
に
50
人
余
の
聴
衆
が
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

竹
内
紘
子
さ
ん

徳
島
少
年
少
女
合
唱
団
の
「
第
25
回
眉
山
ド
イ
ツ
兵
墓

鎮
魂
祭
」
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
小
品
「
忘
れ
ら
れ
た
墓
」
を
書
き
下
ろ
し
ま
し
た
。
鎮
魂
と
平
和

へ
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
「
徳
島
ミ
サ
」
の
合
唱
の
場
面
は
圧
巻
で
す
。

辻
本
一
英
さ
ん

徳
島
市
国
府
町
で
箱
ま
わ
し
伝
承
館
・
阿
波
木
偶
文
化
資
料
館
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
手
作
り
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
、
来
春
3
月
3
日

（
水
平
社
宣
言
1
0
0
年
）
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。
現
在
、
県
内
外
支
援
者
か

ら
の
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
（
お
問
い
合
わ
せ
は
辻
本
さ
ん
ま
で
）。

そ
の
他

野
上
彰
展
（
野
上
彰
の
会＝

竹
内
菊
世
会
長＝

主
催
）

7
月
29
日
〜
8
月
1
日
ま
で
徳
島
市
の
丁
字
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
野
上
彰
展

〜
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
詩
人
〜
が
開
か
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
で
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
活
動
も
中
止
や
延

期
が
続
い
て
い
ま
す
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
終
息
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

記
後

集
編

山本枝里子さんは、当
初みんなが驚くような
巧みな歌が作れたら、
と夢想していました。
ところが最近は正直に
真実を書こうと思うよ
うに。そんな山本さん
の第3歌集。2021年5
月出版。195頁。
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